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米穀店96％が価格転嫁 

日米連調査「売れ筋変わらず」63％ 

 

 

(一財)日本米穀商連合会(=日米連、山崎政治理事長)はこのほど、2 年連続で仕入価格が上昇

した新米について実施した米穀店の価格転嫁に関する緊急アンケートの結果を集計した。昨年 10 月

中旬の同調査では販売価格を上げ改定できていた米穀店が全体の 62%だったが、今年は圧倒的多

数の 96%が価格転嫁を達成。日米連事務局では、「あらゆる食品が値上がりしている環境も追い風に、

業務用を含めて丁寧な説明と交渉に努めた成果だろう」と分析している。 

 

原料米価格のみならず輸送費や製造・包装経費なども軒並み上昇していることから、販売価格へのコ

スト転嫁は避けられない経営課題。その認識に立って今回のアンケートは、日米連が推進している

HACCP適合事業者の米穀店を対象として 11月後半に実施し、49店から回答を得た。 

集計結果によると、2 年続きで仕入価格が上昇した新米について 65.3%が「価格転嫁は少しできて

いる」、また30.6%は「ほとんどできている」と回答。価格転嫁の実行率は合計95.9%に達し、「ほとんど

できていない」米穀店は 4.1%にとどまった。 

 

値上げの影響で「売れるコメの種類が変わったか」を聞いたところ、34.7%の米穀店は量販店などで

顕著といわれる「価格が安いコメに売れ筋が移っている」状況を指摘したものの、過半数の 63.3%は「売

れ筋のコメに変化はない」と回答。さらに 2%は逆に「価格が高いコメの売り上げが伸びている」と答えてお

り、価格訴求によらない専門店の販売手法や固定客の存在も影響しているとみられる。 

 

5 年産は記録的な猛暑の影響で 1 等比率の低下が目立つが、消費者の反応として「食味や品質に

対するクレームが続出して苦慮」と指摘した米穀店は 4.1%にとどまった。また 63.3%が「クレームはほぼ

ない」と回答しており、「多少ある」という 32.7%を大きく上回った。日米連事務局では、「各方面から白

未熟粒と食味や炊飯に関する情報が提供され、これを受けて米穀店も顧客への説明や情報発信に努

めた結果」とみている。 

 

「政府は有機米をはじめとする環境保全型農業の拡大に取り組んでいるが、有機米や減農薬米の売

れ行きに変化はあるか」を尋ねたところ、「環境や安全・安心に対する消費者の関心が高まり、売れ行き

が伸びている」米穀店と、反対に「米価上昇もあり、売れ行きは落ちている」米穀店が同じ回答率 8.2％

に。59.2％は「例年と変わらず、ほぼ横バイ」。24.5％は「取り扱っていない」と回答している。 



 

購買行動の変化を注視 

 

価格転嫁の状況や消費者・業務店の反応については、次のような自由意見が寄せられた。 

 

▷家庭用はほぼ価格転嫁できているが、業務用は弊社が望む金額の 6~7 割くらい▷値上げの理由

を説明しているが、取引がなくなった所も若干ある。▷食材が何でも値上がりしているため抵抗は少ない

が、商品変更の人はいた▷顧客から「上がり幅が大きいため対応がたいへん」と言われる▷今年の作柄

や流通状況を詳しく説明するように尽力し、渋々の面もあるが、理解してもらえている▷米価上昇分は

転嫁できたが、例年より歩留りの悪い分については説明と上乗せがしにくい。 

 

▷過去の値上げ時よりスムーズに受け入れているが、介護施設等では少し抵抗がある▷庭先集荷が

JA 概算金の上昇を上回り、概算金アップ分は理解してもらえるが、それ以上の転嫁は難しい▷買い控

えや必要量だけの購入が増えた▷値上げはコメだけではないために「仕方ない」という人が多い半面、「コ

メまで値上げ」という人もある▷値上げは不本意ながら納得しているが、年が明けてからの購買行動の変

化に注目している。 

 


